
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置の操作性をより向上できる操作

パネルを提供する。

【解決手段】超音波診断装置の操作を行なう操作パネル

は、トラックボール１２と、これに関する操作を受け付

ける複数のスイッチ２２と、を有する。トラックボール

１２は、超音波画像の表示調整の操作を受け付けるもの

であって、操作パネル内部から一部が突出したボール体

１６を備える。複数のスイッチ２２は、トラックボール

１２の周囲を取り囲んで近接配置されている。また、複

数のスイッチ２２の上面のレベルは、ボール体１６の球

中心レベルと球頂点レベルとの間に位置する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行 な う 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、
　 超 音 波 画 像 の 表 示 調 整 の 操 作 を 受 け 付 け る ト ラ ッ ク ボ ー ル で あ っ て 、 操 作 パ ネ ル 内 部 か
ら 一 部 が 突 出 し た ボ ー ル 体 を 備 え た ト ラ ッ ク ボ ー ル と 、
　 ト ラ ッ ク ボ ー ル と 関 連 す る 操 作 を 受 け 付 け る 複 数 の ス イ ッ チ で あ っ て 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル
の 周 囲 を 取 り 囲 ん で 近 接 配 置 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ と 、
　 を 含 み 、
　 複 数 の ス イ ッ チ を 構 成 す る 各 ス イ ッ チ の 上 面 レ ベ ル は 、 前 記 ボ ー ル 体 の 球 中 心 レ ベ ル と
球 頂 点 レ ベ ル と の 間 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 操 作 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 ボ ー ル 体 は 、 所 定 の 突 出 面 か ら 突 出 し て お り 、
　 前 記 各 ス イ ッ チ の 上 面 レ ベ ル は 、 前 記 突 出 面 と ほ ぼ 同 じ レ ベ ル で あ る こ と を 特 徴 と す る
操 作 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 各 ス イ ッ チ は 、 前 記 ボ ー ル 体 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 操 作 パ ネ ル
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 各 ス イ ッ チ は 、 上 辺 お よ び 底 辺 が 同 心 異 径 の 円 弧 で あ る 不 完 全 扇 形 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の ス イ ッ チ は 、 前 記 ボ ー ル 体 を 取 り 囲 む リ ン グ 形 状 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 操 作 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 各 ス イ ッ チ は 、 前 記 ト ラ ッ ク ボ ー ル の 機 能 を 切 り 替 え る 機 能 切 替 ス イ ッ チ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 操 作 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 操 作 パ ネ ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行 な う 操 作 パ ネ ル 、 お よ び 、 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 生 体 へ 超 音 波 を 送 受 波 し て 超 音 波 診 断 を 行 な う 超 音 波 診 断 装 置 が 広 く 知 ら れ
て い る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 パ ネ ル に は 、 超 音 波 診 断 装 置 を 操 作 す る た め の 多 数 の
ス イ ッ チ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 数 の ス イ ッ チ 類 の 一 つ と し て ト ラ ッ ク ボ ー ル が 採 用 さ れ る こ と が 多 い 。 ト ラ ッ ク ボ ー
ル は 、 回 動 自 在 の ボ ー ル 体 の 動 き を 検 出 し て 出 力 す る デ バ イ ス で あ る 。 こ の ト ラ ッ ク ボ ー
ル は 、 特 に 、 超 音 波 画 像 の 表 示 調 整 、 例 え ば 、 超 音 波 画 像 の ズ ー ム 調 整 や フ ォ ー カ ス 調 整
な ど に 採 用 さ れ る こ と が 多 い 。 操 作 者 は 、 超 音 波 画 像 を 見 な が ら 、 こ の ト ラ ッ ク ボ ー ル 、
及 び 、 他 の 表 示 調 整 に 関 連 す る ス イ ッ チ を 操 作 し て 、 超 音 波 画 像 の 表 示 調 整 を 行 な う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 操 作 パ ネ ル と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル と ３ つ の 押 下
式 ス イ ッ チ と を 同 心 円 状 に 設 け た ス イ ッ チ 機 構 を 具 備 す る 超 音 波 診 断 装 置 用 操 作 パ ネ ル が
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開 示 さ れ て い る 。 こ の 操 作 パ ネ ル で は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 者 は 、 モ ニ タ な ど の 表 示 手
段 に 表 示 さ れ た 超 音 波 画 像 を 見 な が ら 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル で カ ラ ー Ｒ Ｏ Ｉ や ド ッ プ ラ サ ン プ
リ ン グ ポ ジ シ ョ ン な ど の 設 定 を 行 な う 。 そ し て 、 必 要 に 応 じ て 、 押 下 式 ス イ ッ チ で あ る モ
ー ド 切 替 ス イ ッ チ や フ リ ー ズ ス イ ッ チ な ど を 操 作 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ６ ８ ６ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 操 作 パ ネ ル で は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル と 、 押 下 式 ス イ ッ チ と が 離 れ た 位
置 に 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 操 作 者 は 、 モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ な ど を 操 作 す る た び に
、 ト ラ ッ ク ボ ー ル か ら 手 を 離 し て 、 手 を 移 動 さ せ て ス イ ッ チ を 押 下 し な け れ ば な ら な い 。
そ の た め 、 超 音 波 画 像 の 調 整 を 行 な う 際 、 全 体 と し て 手 の 移 動 量 が 大 き か っ た 。 手 の 移 動
量 が 大 き い こ と は 、 操 作 者 に と っ て 煩 雑 で あ り 、 操 作 パ ネ ル の 操 作 性 を 低 下 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 操 作 性 を 向 上 で き る 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 パ ネ ル 、 お よ び 、 超 音
波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 操 作 パ ネ ル は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行 な う 操 作 パ ネ ル で あ っ て 、 超 音 波 画
像 の 表 示 調 整 の 操 作 を 受 け 付 け る ト ラ ッ ク ボ ー ル で あ っ て 、 操 作 パ ネ ル 内 部 か ら 一 部 が 突
出 し た ボ ー ル 体 を 備 え た ト ラ ッ ク ボ ー ル と 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル と 関 連 す る 操 作 を 受 け 付 け る
複 数 の ス イ ッ チ で あ っ て 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル の 周 囲 を 取 り 囲 ん で 近 接 配 置 さ れ た 複 数 の ス イ
ッ チ と 、 を 含 み 、 複 数 の ス イ ッ チ を 構 成 す る 各 ス イ ッ チ の 上 面 レ ベ ル は 、 前 記 ボ ー ル 体 の
球 中 心 レ ベ ル と 球 頂 点 レ ベ ル と の 間 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 ボ ー ル 体 は 、 所 定 の 突 出 面 か ら 突 出 し て お り 、 前 記 各 ス イ ッ チ の
上 面 レ ベ ル は 、 前 記 突 出 面 と ほ ぼ 同 じ レ ベ ル で あ る 。 別 の 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 各 ス イ ッ
チ は 、 前 記 ボ ー ル 体 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る 。 別 の 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 各 ス イ ッ チ は 、
上 辺 お よ び 底 辺 が 同 心 異 径 の 円 弧 で あ る 不 完 全 扇 形 で あ っ て 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ は 、 前
記 ボ ー ル 体 を 取 り 囲 む リ ン グ 形 状 を 形 成 す る 。 別 の 好 適 な 態 様 で は 、 前 記 各 ス イ ッ チ は 、
前 記 ト ラ ッ ク ボ ー ル の 機 能 を 切 り 替 え る 機 能 切 替 ス イ ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 本 発 明 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 の 操 作 パ ネ ル の い ず れ か を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル と こ れ に 関 連 す る ス イ ッ チ と を 近 く に 配 し て い る た め
、 手 の 移 動 量 を 少 な く で き る 。 し た が っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 パ ネ ル の 操 作 性 を よ り
向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の
形 態 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 パ ネ ル １ ０ の 上 面 図 で あ る 。 こ の 操 作 パ ネ ル １ ０ に は 、
超 音 波 診 断 装 置 を 操 作 す る た め の 種 々 の ス イ ッ チ 類 が 多 数 配 置 さ れ て い る 。 多 数 の ス イ ッ
チ 類 は 、 関 連 の あ る ス イ ッ チ 同 士 が 近 接 す る 配 置 と な っ て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ 同 士 の 関
連 性 が 分 か る よ う に 、 複 数 の ス イ ッ チ を 接 続 す る 線 状 意 匠 ３ ０ ａ や 、 複 数 の ス イ ッ チ を 囲
む 領 域 表 示 意 匠 ３ ０ ｂ な ど が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 操 作 パ ネ ル １ ０ の 中 央 に は 、 超 音 波 画 像 の 表 示 調 整 の 操 作 を 受 け 付 け る ト ラ ッ ク ボ
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ー ル １ ２ と 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 機 能 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ 群 １ ４ と 、 が 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ お よ び ス イ ッ チ 群 １ ４ 周 辺 の 斜 視 図 を 図 ２ に 示 す 。 ま た 、 図 ３
に ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ お よ び ス イ ッ チ 群 １ ４ の 一 部 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ は 、 ボ ー ル 体 １ ６ の 動 き を 検 出 し 出 力 す る デ バ イ ス で 、 後 述 す る ス
イ ッ チ 群 １ ４ を 構 成 す る 複 数 の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ に よ り そ の 機 能 が 切 り 替 え ら れ る 。 例 え
ば 、 複 数 の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 一 つ で あ る 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 を 押 下 す れ ば ト ラ ッ ク ボ
ー ル １ ２ は ズ ー ム 調 整 時 の 超 音 波 画 像 の 表 示 位 置 移 動 デ バ イ ス と し て 機 能 し 、 「 Ｆ Ｏ Ｃ Ｕ
Ｓ ス イ ッ チ 」 を 押 下 す れ ば ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ は フ ォ ー カ ス 調 整 デ バ イ ス と し て 機 能 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ は 、 ボ ー ル 体 １ ６ と 、 デ バ イ ス 本 体 １ ８ 、 お よ び 、 リ ン グ 部 材 ２ ０
と 、 を 有 し て い る 。 ボ ー ル 体 １ ６ は 、 そ の 一 部 の み が 外 部 に 露 出 し た 回 動 自 在 の 球 状 部 材
で あ る 。 デ バ イ ス 本 体 １ ８ は 、 こ の ボ ー ル 体 １ ６ の 動 き を 感 知 し 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ ン グ 部 材 ２ ０ は 、 デ バ イ ス 本 体 １ ８ の 上 面 に 配 置 さ れ る 環 状 部 材 で あ っ て 、 デ バ イ ス
本 体 １ ８ の カ バ ー と し て 機 能 す る 。 こ の リ ン グ 部 材 ２ ０ の 内 径 は そ の 配 置 高 さ に お け る ボ
ー ル 体 １ ６ の 径 と ほ ぼ 同 じ で あ り 、 ボ ー ル 体 １ ６ は こ の リ ン グ 部 材 ２ ０ の 上 面 か ら 突 出 し
た 状 態 と な っ て い る 。 以 下 で は 、 こ の リ ン グ 部 材 ２ ０ の 上 面 を 突 出 面 ２ ０ ａ と い う 。 こ の
リ ン グ 部 材 ２ ０ は 、 ボ ー ル 体 １ ６ と デ バ イ ス 本 体 １ ８ と の 間 の 隙 間 を 覆 い 、 デ バ イ ス 本 体
１ ８ へ の 埃 の 流 入 や ボ ー ル 体 １ ６ の 飛 び 出 し を 防 止 し て い る 。 ま た 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２
の メ ン テ ナ ン ス 時 に は 、 こ の リ ン グ 部 材 ２ ０ を 取 り 外 す こ と に よ り 、 ボ ー ル 体 １ ６ を デ バ
イ ス 本 体 １ ８ か ら 取 り 出 し て 清 掃 な ど の メ ン テ ナ ン ス 作 業 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス イ ッ チ 群 １ ４ は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 周 囲 を 取 り 囲 ん で 近 接 配 置 さ れ た 複 数 の 切 替
ス イ ッ チ ２ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 複 数 の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 い ず れ も 押 下 に よ り Ｏ Ｎ
／ Ｏ Ｆ Ｆ と な る 押 下 式 ス イ ッ チ で あ る 。 ま た 、 い ず れ も 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 機 能 切 替
ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ に は 、 そ れ ぞ れ 、 ズ ー ム 調 整 や
フ ォ ー カ ス 調 整 、 画 像 検 索 な ど の 機 能 が 割 り 当 て ら れ て お り 、 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ を Ｏ Ｎ
に す る こ と で ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ は そ の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 を 果 た す
デ バ イ ス と な る 。 つ ま り 、 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 操 作 と 密 接 に 関
連 し た ス イ ッ チ と い え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ と し て 、 超 音 波 画 像 の ズ ー ム 調 整 時 の 表 示 位
置 調 整 を 行 な う 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 、 超 音 波 画 像 の フ ォ ー カ ス 調 整 を 行 な う 「 Ｆ Ｏ Ｃ Ｕ
Ｓ ス イ ッ チ 」 、 メ モ リ に 記 憶 し た 画 像 を 検 索 す る 「 Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ス イ ッ チ 」 、 Ｂ モ ー ド 画
像 の 走 査 範 囲 を 変 更 す る 「 Ｓ Ｃ Ａ Ｎ 　 Ａ Ｒ Ｅ Ａ ス イ ッ チ 」 、 Ｍ モ ー ド 画 像 を 表 示 す る た め
の Ｂ モ ー ド 画 像 上 の 検 出 位 置 を 設 定 す る 「 Ｃ Ｕ Ｒ Ｓ Ｏ Ｒ ／ Ｂ ． Ｌ ． Ｓ ． ス イ ッ チ 」 、 操 作
者 が 機 能 の 割 付 を 設 定 で き る 「 Ｕ Ｓ Ｅ Ｒ ス イ ッ チ 」 の ６ 種 類 を 用 意 し て い る 。 な お 、 当 然
な が ら 、 こ れ ら ス イ ッ チ の 数 、 機 能 は 一 例 で あ り 、 適 宜 、 異 な る 数 や 機 能 の ス イ ッ チ で あ
っ て も よ い 。 ま た 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 機 能 切 替 ス イ ッ チ 以 外 の ス イ ッ チ 、 例 え ば 、 超
音 波 画 像 の モ ー ド を 切 り 替 え る モ ー ド 切 替 ス イ ッ チ や 、 静 止 画 を 得 る た め の ス イ ッ チ な ど
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 操 作 を 受 け 付 け る 操 作 面 ２ ４ と 、 ス イ ッ チ 本 体 ２ ６ と 、 お よ び
図 示 し な い ラ ン プ を 有 し て い る 。 操 作 面 ２ ４ を 押 下 す る と 、 そ の 下 に 配 置 さ れ た 押 下 式 ス
イ ッ チ で あ る ス イ ッ チ 本 体 ２ ６ が 押 下 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る 。 ま た 、 ス イ ッ チ 本 体 ２
６ と 連 動 し て ラ ン プ が 点 灯 し 、 ス イ ッ チ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 が 分 か る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ か ら 分 か る よ う に 、 こ の ６ つ の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 周 囲 を
取 り 囲 ん で 近 接 配 置 さ れ て い る 。 こ の と き 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 上 面 で あ る 操 作 面 ２ ４ の
高 さ は 、 リ ン グ 部 材 ２ ０ の 上 面 、 突 出 面 ２ ０ ａ と ほ ぼ 同 じ 高 さ で あ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 ま た
、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 形 状 は 上 辺 お よ び 底 辺 が 同 心 異 径 の 円 弧 で あ る 不 完 全 扇 形 で あ り 、
６ つ を 隣 接 配 置 す る こ と で ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ を 取 り 囲 む リ ン グ 形 状 が 形 成 で き る 形 状 と
な っ て い る 。 い う な れ ば 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ と ス イ ッ チ 群 １ ４ と は 、 ボ ー ル 体 が 花 芯 、
各 切 替 ス イ ッ チ が 花 弁 に 相 当 す る 菊 花 型 レ イ ア ウ ト と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ に 向 か っ て 緩 や か な 弧 を 描 き な が ら 傾
斜 し て い る 。 そ し て 、 切 替 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ の ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ 側 の 端 部 ２ ４ ａ は 、
突 出 面 ２ ０ ａ よ り 僅 か に 低 く 、 ス イ ッ チ ２ ２ の 外 側 端 部 ２ ４ ｂ は 突 出 面 ２ ０ ａ と ほ ぼ 同 じ
程 度 の 高 さ と な っ て い る 。 つ ま り 、 環 状 に 配 置 さ れ た ス イ ッ チ 群 １ ４ の 内 側 は 、 周 囲 よ り
落 ち 込 ん だ 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 こ の 操 作 パ ネ ル １ ０ で 表 示 調 整 を 行 な う 場 合 の 操 作 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 以
下 の 説 明 で は 、 操 作 の 一 例 と し て 超 音 波 画 像 の ズ ー ム 調 整 に 関 す る 操 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 者 は 、 表 示 さ れ た 超 音 波 画 像 を 拡 大 、 ま た 、 縮 小 し た い と 思 え ば 、 ス イ ッ チ 群 １ ４
を 構 成 す る 複 数 の 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 一 つ で あ る 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 を 押 下 し 、 こ れ を
Ｏ Ｎ に す る 。 こ の と き 、 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 （ 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ ） と ト ラ ッ ク ボ ー ル １
２ と は 、 極 め て 近 い 位 置 に あ る た め 、 手 を ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ に 置 い た ま ま で も 「 Ｚ Ｏ Ｏ
Ｍ ス イ ッ チ 」 を 押 下 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ お よ び ス イ ッ チ 群 １ ４ の 近 傍 に 設 け ら れ た 回 転 式 エ ン コ ー ダ
３ ６ （ 図 １ 参 照 ） を 操 作 す る 。 回 転 式 エ ン コ ー ダ ３ ６ は 、 回 転 可 能 な ダ イ ヤ ル を 備 え 、 そ
の ダ イ ヤ ル の 回 転 量 及 び 回 転 方 向 を 検 出 す る 。 超 音 波 画 像 は 、 検 出 さ れ た 回 転 量 及 び 回 転
方 向 に 応 じ て 拡 大 ・ 縮 小 す る 。 す な わ ち 、 超 音 波 画 像 は 、 ダ イ ヤ ル を 時 計 回 り に 回 せ ば 拡
大 し 、 反 時 計 回 り に 回 せ ば 縮 小 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 超 音 波 画 像 の 拡 大 ・ 縮 小 に 伴 い 、 表 示 さ れ る 画 像 の 範 囲 が 所 望 の 位 置 と ず れ る 場
合 が あ る 。 そ の 場 合 は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の ボ ー ル 体 を 操 作 し て 、 超 音 波 画 像 を 移 動 さ
せ る 。 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ は 、 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 が Ｏ Ｎ に な る と 、 表 示 位 置 調 整 デ バ
イ ス と し て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の ボ ー ル 体 １ ６ の 動 き に 応 じ て 超 音
波 画 像 の 表 示 位 置 が 移 動 す る 。 し た が っ て 、 操 作 者 は 、 所 望 の 表 示 範 囲 に な る よ う に ボ ー
ル 体 １ ６ を 転 が す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 操 作 面 ２ ４ は ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ に 向 か っ て 傾 斜 し て
お り 、 環 状 に 形 成 さ れ た ス イ ッ チ 群 １ ４ の 内 周 側 は 、 周 囲 よ り 落 ち 込 ん で い る 。 言 い 換 え
れ ば 、 各 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ と 最 も 近 接 し て い る 部 分 は 、 周 囲 よ り 落
ち 込 ん で い る 。 こ の ス イ ッ チ 群 １ ４ の 内 周 側 は 、 本 来 で あ れ ば 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ を 操
作 す る 手 が 最 も ぶ つ か り や す い 部 分 で あ る が 、 周 囲 よ り 落 ち 込 ん で い る た め 、 操 作 者 の 手
が ぶ つ か り に く く 、 誤 操 作 を 防 止 で き る 。 一 方 で 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 操 作 面 ２ ４ を ト ラ
ッ ク ボ ー ル １ ２ に 近 接 す る 部 分 ま で 延 ば す こ と で 、 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ の 面 積 を 大 き く す
る こ と が で き 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ の 視 認 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 各 切 替 ス
イ ッ チ ２ ２ を ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ に 向 か っ て 傾 斜 さ せ る こ と で 、 視 認 性 を 向 上 さ せ つ つ も
誤 操 作 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 所 望 の ズ ー ム に な れ ば 、 再 度 、 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 を 押 下 し 、 ズ ー ム 調 整 機 能 を Ｏ Ｆ
Ｆ に す る 。 こ の と き も 、 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 （ 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ ） と ト ラ ッ ク ボ ー ル １
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２ と が 近 い 距 離 に あ る た め 、 手 を 大 き く 移 動 さ せ る こ と な く 「 Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ ス イ ッ チ 」 を 押 下
で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 超 音 波 画 像 の フ ォ ー カ ス を 変 え た け れ ば 「 Ｆ Ｏ Ｃ Ｕ Ｓ ス イ ッ チ 」 を 、 Ｂ モ ー ド
画 像 の 走 査 範 囲 を 変 更 し た け れ ば 「 Ｓ Ｃ Ａ Ｎ 　 Ａ Ｒ Ｅ Ａ ス イ ッ チ 」 を 押 下 し 、 ト ラ ッ ク ボ
ー ル １ ２ で 調 整 を 行 な う 。 こ の い ず れ の 操 作 の と き で も 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ と 、 切 替 ス
イ ッ チ ２ ２ と が 近 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る た め 、 操 作 者 は 手 を 大 き く 移 動 さ せ る こ と な く
ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ の 機 能 を 切 り 替 え る こ と が で き 、 よ り 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 手 を 大 き く 移 動 さ せ る こ と な く 、 ト ラ ッ
ク ボ ー ル １ ２ お よ び こ れ に 関 連 す る ス イ ッ チ ２ ２ の 操 作 が で き る た め 、 操 作 性 を 向 上 で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 画 像 の 拡 大 ・ 縮 小 を 回 転 式 エ ン コ ー ダ ３ ６ で 行 な っ て
い る 。 し か し 、 例 え ば 、 押 下 時 間 に 応 じ て 超 音 波 画 像 が 拡 大 ・ 縮 小 す る 拡 大 ス イ ッ チ 、 縮
小 ス イ ッ チ を 設 け 、 さ ら に 、 こ の 拡 大 ・ 縮 小 ス イ ッ チ を ス イ ッ チ 群 ２ ２ の 一 部 に し て も よ
い 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と で 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル に 手 を 置 い た ま ま で 超 音 波 画 像 の 拡 大
・ 縮 小 、 お よ び 、 そ れ に 伴 う 超 音 波 画 像 の 移 動 を 行 な う こ と が で き る 。 そ し て 、 こ れ に よ
り 超 音 波 画 像 か ら 視 線 を 外 す こ と な く 超 音 波 画 像 の 調 整 を 行 な う こ と が で き 、 よ り 操 作 性
を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ と 関 連 す る ス イ ッ チ ２ ２ の 操 作 面 の レ ベ
ル を 、 突 出 面 （ リ ン グ 部 材 の 上 面 ） と ほ ぼ 同 じ 高 さ と し て い る が 、 ボ ー ル 体 １ ６ の 頂 点 と
切 替 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ と が 近 い 位 置 に あ る の で あ れ ば 、 他 の 高 さ で も よ い 。 そ の 場 合 、
望 ま し く は 、 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ は 、 ボ ー ル 体 １ ６ の 球 中 心 レ ベ ル Ｏ と 頂 点 レ ベ ル Ｔ と の
間 に あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う に 、 ボ ー ル 体 １ ６ と 切 替 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ と を 近 い
距 離 に す る こ と で 、 操 作 者 の 手 の 移 動 を 少 な く し 、 超 音 波 画 像 を 見 な が ら で も 操 作 で き る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 ボ ー ル 体 １ ６ の 頂 点 と 切 替 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ と を 近 い 高 さ に す る こ と で 、 ト ラ
ッ ク ボ ー ル １ ２ の 奥 側 に も 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ を 配 す る こ と が で き 、 ス ペ ー ス を 有 効 に 利 用
で き る 。 す な わ ち 、 切 替 ス イ ッ チ 操 作 面 ２ ４ の 高 さ に 比 べ 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ が あ ま り
に 高 い と 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ に よ っ て 、 そ の 奥 側 に 配 置 さ れ た 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ が 見 え
に く く な る 。 し か し 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル １ ２ を 比 較 的 低 く 設 け る こ と で 、 そ の 奥 側 に も 切 替
ス イ ッ チ を 配 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 切 替 ス イ ッ チ ２ ２ は 押 下 式 ス イ ッ チ と し て い る が 、 こ れ 以 外
に タ ッ チ ス イ ッ チ や ス ラ イ ド ス イ ッ チ な ど で あ っ て も よ い 。 ま た 、 切 替 ス イ ッ チ の 形 状 や
数 、 機 能 も 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る 操 作 パ ネ ル の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ト ラ ッ ク ボ ー ル 周 辺 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ト ラ ッ ク ボ ー ル お よ び 切 替 ス イ ッ チ の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ 　 操 作 パ ネ ル 、 １ ２ 　 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 １ ４ 　 ス イ ッ チ 群 、 １ ６ 　 ボ ー ル 体 、 １ ８
　 ス イ ッ チ 本 体 、 ２ ０ 　 リ ン グ 部 材 、 ２ ０ ａ 　 突 出 面 、 ２ ２ 　 切 替 ス イ ッ チ 、 ２ ４ 　 操 作
面 、 ２ ６ 　 切 替 ス イ ッ チ 本 体 。
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